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(5)対象疾患に関して

小児・AYA世代のがん患者等の妊孕性温存療法研究促進事業

厚生労働行政推進調査事業費補助金がん対策推進総合研究事業
「小児・AYA 世代のがん患者等に対する妊孕性温存療法のエビデンス確立を目指した研究
―安全性（がん側のアウトカム）と有効性（生殖側のアウトカム）の確立を目指して」

小野 政徳（東京医科大学 産科婦人科学分野）



日本癌治療学会の「小児、思春期・若年がん患者の妊孕性温存に関する診
療ガイドライン2017年版」の性腺毒性のリスク分類に掲載されている妊孕
性温存療法の適応のがん患者に対する妊孕性温存が普及されつつある。

一方、本ガイドラインに掲載されていない、乳がんに対するホルモン療法
や、再生不良性貧血や自己免疫疾患等の非がん疾患に対しても性腺毒性を
有する治療が行われる場合が少なくない。

治療開始前に本ガイドラインに掲載されていないが妊孕性温存を考慮すべ
きがん疾患や非がん疾患の患者に助成が行き届かず、妊孕性温存の機会を
損失している。

背景



「小児、思春期・若年がん患者の妊孕性温存に関する診療ガイドライン2017年版」
性腺毒性のリスク分類

（女性）



「小児、思春期・若年がん患者の妊孕性温存に関する診療ガイドライン2017年版」
性腺毒性のリスク分類

（男性）



３月の厚生労働省への報告書



① 長期間の治療によって卵巣予備能の低下が想定される
がん疾患：乳がん（ホルモン療法）等

② 造血幹細胞移植が実施される非がん疾患：再生不良性貧血、
遺伝性骨髄不全症候群（ファンコニ貧血等）、原発性免疫不
全症候群、先天代謝異常症、サラセミア、鎌状赤血球症、
慢性活動性EBウイルス感染症 等

③アルキル化剤が投与される非がん疾患：全身性エリテマトー
デス、ループス腎炎、多発性筋炎・皮膚筋炎、
ベーチェット病 等

対象疾患（例）
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